様式第３号（開発行為）

景観づくり計画書
年　　月　　日　

申請者　　住所　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　

	行為の場所（地名地番）
	小布施町大字　　　　　　　　　　　　　　番地

	景観計画区域の区分
	□雁田山周辺地区　□農村地区　　　　　□集落活性化地区
□町組周辺地区　　□小布施駅周辺地区　□農緑住共存地区

	■配慮すべき景観資源の有無
	区分
	景観資源
	ある場合は具体的な名称
ない場合はなしを記入

	地域の景観構造
	（該当する景観計画区域の区分の景観資源を記入）
	

	界隈や道の固有性
	（該当する景観計画区域の区分の景観資源を記入）
	

	その他個別景観資源
	（該当する景観計画区域の区分の景観資源を記入）
	

	町並みに見られる資源や作法
	（該当する景観計画区域の区分の景観資源を記入）
	




	■景観づくり調査結果等を踏まえ、景観づくりに活かすべき事項（相談者が記入）



	環境デザイン協力基準への配慮・工夫点

	（１）土地の造成
・周辺のまち並みや土地利用を確認し、まち並みの連続性や圧迫感の軽減、営農環境に配慮した必要最低限の造成とする。
・敷地内の既存の植栽や歴史的な資産を大切にした造成とする。
・造成等に係る擁壁や法面は必要最小限度とする。
■擁壁
・自然石積み等の自然素材を用いることが望ましく、材料や表面処理、植栽による修景等の工夫により、無機質な仕上げとならないように工夫する。
・設置位置を道路から後退させる。
・擁壁に勾配をつける又は階段状の形態とする。
■法面
・表層の緑化や植栽等により周辺の景観と調和を図る。

	■配慮又は工夫した事項（相談者が記入）

	（２）予定建築物の配置計画
・周辺の住宅、集落のもつ家々の配置の形態や広さを大切にする。
・南の陽光や北風を大切にする。
・営農環境を損なわないよう隣地境界からセットバックする。

	■配慮又は工夫した事項（相談者が記入）

	（３）敷地内緑化
・道路境界に木々・花を植え、緑豊かな通り沿いの景観を創出する。
・開発道路に面して木々・花を植え、みち広場のような一体的な中庭空間を演出する。
・隣地境界は互いの視線を緩やかに遮るよう、生垣や木々を配置する。
・地域に合った植生や花、実、紅葉等、四季を通じて楽しめる植生を大切にする。

	■配慮又は工夫した事項（相談者が記入）



